
   －検討のためのたたき台－ 

１．活動プロセスのイメージ 

 
 全体会（たたき台） 分科会活動の流れ（たたき台） 

10 月 第７回（10／５夜） 
 ・今後 10年間何に力を入れ
て取り組むべきかの検討 

 ・分科会のテーマの検討 
（※参加希望のアンケート） 

第８回（10／18昼） 
 ・分科会の検討・決定 
・分科会の活動ｲﾒｰｼﾞの検討

 ・運営委員会設立の検討 

 

11～12 月 第９回（11／28夜） 
 ・分科会の活動状況の共有 
・提言書（中間報告）のアウ

トプットイメージの共有 
 ～阿部先生を迎えて～ 

 

第 10 回（12／20昼） 
 ・市民向け報告会（３月）の

企画の検討 

 

１～３月 第 11 回（１／23夜） 
・各分科会からの経過報告 
  ～阿部先生を迎えて～ 
第 12 回（２／21昼） 
・市民向け報告会に向けて 
・次年度の活動について 
第 13 回（３／26夜） 
・市民向け報告会に向けて 
・次年度の活動について 
市民向け報告会の開催 
～阿部先生を迎えて～ 

（※第 12 回と第 13 回の間に
開催することも考えられる） 

 

分科会の編成、メンバー決定 

分科会の活動計画の作成 

分科会活動 

・学習 

・現地調査 

・現状と課題の整理 

・市民意見の把握・集約 

・意見交換 

・市民向け報告会の準備 等々 

分科会活動の経過報告 

第３回～第５回の全体会での議

論をもとに作成しました。 

第７回－資料６ 

分科会活動 

 ・提言書（中間報告）のとりまとめ

 

 1



２．分科会活動の進め方 

 
（１）分科会の分け方 

  ・今後 10年間の箕面市の課題の集約をもとに、分科会の分け方（テーマのくくり方）
を全体会で検討。 

  ・分科会への参加希望についてアンケートをとり、希望状況をみながら、分科会の分

け方と参加メンバーを決定。 
 
（２）分科会への参加 

  ・参加を希望する分科会について意思表明（複数可） 
  ・欠席者は、参加する分科会を後日意思表明 
 
（３）分科会活動の進め方 

  ・リーダー（、サブリーダー）を選任 
・分科会の活動回数、活動頻度は、分科会メンバーにて決定 
・分科会の活動場所の確保は、事務局へ依頼 

  ・分科会開催後、活動記録を事務局に毎回提出（会議参加者が作成） 
・全体会で協議・調整が必要な事項があれば、事務局へ伝達 

 
（４）分科会での検討事項（提言書の項目だて（例）） 

  ・箕面市の現状と課題、可能性                項目立てについて 
  ・目指す暮らしの姿、まちの姿、自治・協働の姿（ビジョン）   第９回全体会で 
・指標・目標値                             検討 
・必要な取り組み（アクション）と役割分担                 

  
平成 32年（2020年）に目指す姿を描く  
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